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(57)【要約】
【課題】  透光性基材を介して見ることができる並置さ 
れた薄層の視覚的外観を向上させる。
【解決手段】  本発明は、透光性材料によって作られた 
基材（１１）を含む、携行型時計、ファッション物品又 
は宝飾品の外側部品（１０）に関する。基材（１１）に 
は、下面（１１１）の反対側に上面（１１０）があり、 
外側部品（１０）は、上面（１１０）の第１の部分（１ 
１０１）上に堆積されるベース層（１２）と、ベース層 
（１２）上に、かつ、上面（１１０）の第２の部分（１ 
１０２）上に堆積される少なくとも１つの副次層（１３ 
）とを含み、上面（１１０）の第１及び第２の部分（１ 
１０１、１１０２）どうしは、異なる面状態を有する。
【選択図】  図３

審査請求　有　請求項の数　12　　ＯＬ　外国語出願　（全11頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 透 光 性 材 料 に よ っ て 作 ら れ た 基 材 （ １ １ ） を 含 む 、 携 行 型 時 計 、 フ ァ ッ シ ョ ン 物 品 又 は  
宝 飾 品 の 外 側 部 品 （ １ ０ ） で あ っ て 、
　 前 記 基 材 （ １ １ ） に は 、 研 磨 さ れ る 下 面 （ １ １ １ ） の 反 対 側 に 上 面 （ １ １ ０ ） が あ り 、
　 前 記 外 側 部 品 （ １ ０ ） は 、 前 記 上 面 （ １ １ ０ ） の 第 １ の 部 分 （ １ １ ０ １ ） 上 に 堆 積 さ れ  
る ベ ー ス 層 （ １ ２ ） と 、 前 記 上 面 （ １ １ ０ ） の 第 ２ の 部 分 （ １ １ ０ ２ ） 上 に 堆 積 さ れ る 少  
な く と も １ つ の 副 次 層 （ １ ３ ） と を 含 み 、
　 前 記 上 面 （ １ １ ０ ） の 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 部 分 （ １ １ ０ １ 、 １ １ ０ ２ ） ど う し は 、 異 な  
る 面 状 態 を 有 す る
こ と を 特 徴 と す る 外 側 部 品 （ １ ０ ）
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 上 面 （ １ １ ０ ） の 前 記 第 １ の 部 分 （ １ １ ０ １ ） は 、 研 磨 さ れ 、
　 前 記 上 面 （ １ １ ０ ） の 前 記 第 ２ の 部 分 （ １ １ ０ ２ ） に は 、 少 な く と も １ つ の 構 造 化 組 織  
（ １ １ ２ ） が あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 外 側 部 品 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ベ ー ス 層 （ １ ２ ） と 前 記 副 次 層 （ １ ３ ） は 、 異 な る 組 成 を 有 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 外 側 部 品 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ベ ー ス 層 （ １ ２ ） と 前 記 副 次 層 （ １ ３ ） に は 、 前 記 基 材 （ １ １ ） の 前 記 上 面 （ １ １  
０ ） の 第 ３ の 部 分 （ １ １ ０ ３ ） に 達 す る 貫 通 開 口 （ １ ５ ） が あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 外 側 部 品 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 下 面 （ １ １ １ ） の 第 １ の 部 分 （ １ １ １ １ ） 上 に て 堆 積 さ れ る 下 側 ベ ー ス 層 （ １ ２ '  
） を 含 み 、
　 前 記 外 側 部 品 （ １ ０ ） は 、 さ ら に 、 前 記 下 面 （ １ １ １ ） の 構 造 化 さ れ た 第 ２ の 部 分 （ １  
１ １ ２ ） 上 に て 堆 積 さ れ る 下 側 副 次 層 （ １ ３ ' ） を 含 み 、
　 前 記 下 側 ベ ー ス 層 （ １ ２ ' ） と 前 記 下 側 副 次 層 （ １ ３ ' ） に は 、 前 記 下 面 （ １ １ １ ） の 第  
３ の 部 分 （ １ １ １ ３ ） に 達 し て お り 、 少 な く と も 、 前 記 上 面 （ １ １ ０ ） の 前 記 第 １ 及 び 第  
２ の 部 分 （ １ １ ０ １ 、 １ １ ０ ２ ） の 反 対 側 に 形 成 さ れ る 、 下 側 貫 通 開 口 （ １ ５ ' ） が あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 外 側 部 品 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 外 側 部 品 （ １ ０ ） に よ っ て 形 成 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 携 行 型 時 計 用 表 盤 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 外 側 部 品 （ １ ０ ） に よ っ て 形 成 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 電 話 ケ ー ス の 装 飾 性 要 素 。
【 請 求 項 ８ 】
　 携 行 型 時 計 、 フ ァ ッ シ ョ ン 物 品 又 は 宝 飾 品 の 外 側 部 品 （ １ ０ ） を 製 造 す る 方 法 で あ っ て  
、
　 透 光 性 材 料 に よ っ て 作 ら れ た 基 材 （ １ １ ） の 下 面 （ １ １ １ ） を 研 磨 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 基 材 （ １ １ ） の 上 面 （ １ １ ０ ） の 面 の 全 部 又 は 一 部 上 に て ベ ー ス 層 （ １ ２ ） を 堆 積  
さ せ る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 ベ ー ス 層 （ １ ２ ） を 局 所 的 に 除 去 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 前 記 ベ ー ス 層 （ １ ２ ） に  
お い て は 、 前 記 基 材 （ １ １ ） の 前 記 上 面 （ １ １ ０ ） の 第 １ の 部 分 （ １ １ ０ １ ） 上 に て 、 前  
記 ベ ー ス 層 （ １ ２ ） の 一 部 が 保 持 さ れ 、 前 記 除 去 は 、 前 記 基 材 （ １ １ ） の 前 記 上 面 （ １ １  
０ ） の 第 ２ の 部 分 （ １ １ ０ ２ ） に 達 す る 少 な く と も １ つ の ポ ケ ッ ト （ １ ４ ） を 形 成 し 、 前  
記 基 材 （ １ １ ） の 前 記 上 面 （ １ １ ０ ） の 前 記 第 ２ の 部 分 （ １ １ ０ ２ ） を 構 造 化 す る よ う に  
行 う 、 ス テ ッ プ と 、
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　 前 記 ベ ー ス 層 （ １ ２ ） 上 及 び 前 記 基 材 （ １ １ ） の 前 記 上 面 （ １ １ ０ ） の 前 記 第 ２ の 部 分  
（ １ １ ０ ２ ） 上 に て 、 副 次 層 （ １ ３ ） を 堆 積 さ せ る ス テ ッ プ と を 含 む
こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 基 材 （ １ １ ） の 前 記 上 面 （ １ １ ０ ） を 予 備 的 に 研 磨 す る ス テ ッ プ を 含 む
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 基 材 （ １ １ ） に 影 響 を 与 え ず に 、 前 記 ベ ー ス 層 （ １ ２ ） の 一 部 と 前 記 副 次 層 （ １ ３  
） の 一 部 が 、 そ れ ら の 厚 み 全 体 に わ た っ て 除 去 さ れ る よ う に エ ッ チ ン グ を 行 う ス テ ッ プ を  
含 み 、
　 こ れ に よ っ て 、 前 記 基 材 （ １ １ ） の 前 記 上 面 （ １ １ ０ ） の 第 ３ の 部 分 （ １ １ ０ ３ ） に 達  
す る 少 な く と も １ つ の 貫 通 開 口 （ １ ５ ） を 形 成 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 下 面 （ １ １ １ ） の 面 の 全 部 又 は 一 部 上 に て 下 側 ベ ー ス 層 （ １ ２ ' ） を 堆 積 さ せ る ス  
テ ッ プ と 、
　 前 記 基 材 （ １ １ ） の 前 記 下 面 （ １ １ １ ） の 第 ２ の 部 分 （ １ １ １ ２ ） 上 に て 構 造 化 し て 下  
側 構 造 化 組 織 （ １ １ ２ ' ） を 形 成 す る よ う に 、 前 記 下 側 ベ ー ス 層 （ １ ２ ' ） を 局 所 的 に 除 去  
し て 、 前 記 下 側 ベ ー ス 層 （ １ ２ ' ） の 残 り が 前 記 下 面 （ １ １ １ ） の 第 １ の 部 分 （ １ １ １ １  
） に 対 向 す る よ う に 配 置 さ れ る よ う に す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 下 側 ベ ー ス 層 （ １ ２ ' ） 及 び 前 記 下 側 構 造 化 組 織 （ １ １ ２ ' ） 上 に て 下 側 副 次 層 （ １  
３ ' ） を 堆 積 さ せ る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 下 面 （ １ １ １ ） の 第 ３ の 部 分 （ １ １ １ ３ ） が 、 少 な く と も 、 前 記 上 面 （ １ １ ０ ） の  
前 記 第 １ の 部 分 及 び 第 ２ の 部 分 （ １ １ ０ １ 、 １ １ ０ ２ ） の 反 対 側 に 延 在 す る よ う に 、 前 記  
基 材 （ １ １ ） の 前 記 下 面 （ １ １ １ ） の 前 記 第 ３ の 部 分 （ １ １ １ ３ ） に 達 す る 一 又 は 複 数 の  
下 側 貫 通 開 口 （ １ ５ ' ） を 形 成 す る よ う に エ ッ チ ン グ す る ス テ ッ プ と を 含 む
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 最 後 に 、 前 記 基 材 （ １ １ ） の 前 記 上 面 （ １ １ ０ ） と 前 記 下 面 （ １ １ １ ） の 一 方 又 は 双 方  
上 に て 反 射 防 止 被 覆 を 堆 積 さ せ る ス テ ッ プ を 含 む
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 携 行 型 時 計 （ 例 、 腕 時 計 、 懐 中 時 計 ） 、 フ ァ ッ シ ョ ン 物 品 又 は 宝 飾 品 の 分 野  
に 関 し 、 特 に 、 携 行 型 時 計 、 フ ァ ッ シ ョ ン 物 品 又 は 宝 飾 品 の 外 側 部 品 、 及 び こ の よ う な 外  
側 部 品 を 製 造 す る 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 文 書 に お い て 、 「 フ ァ ッ シ ョ ン 物 品 」 の 概 念 は 、 ベ ル ト 、 靴 、 衣 服 の よ う な 衣 類 な い  
し ア ク セ サ リ ー を 含 み 、 さ ら に 、 ア イ ウ ェ ア （ e y e w e a r ） 物 品 、 電 話 物 品 、 又 は 任 意 の  
装 飾 性 物 品 を 含 む 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 に 携 行 型 時 計 の 分 野 に お い て 、 フ ラ ン ジ 、 ベ ゼ ル の よ う な 携 行 型 時 計 の 外 側 部 品 に 、  
基 材 の 面 上 に 堆 積 さ れ る 薄 い 層 に よ っ て 作 ら れ た 装 飾 が あ る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 外 側 部 品 の 装 飾 の 寸 法 構 や 細 部 の 数 に 応 じ て 、 外 側 部 品 を 作 る こ と が 比 較 的 複 雑 に な る  
こ と が あ る 。 特 に 、 薄 い 層 ど う し の ア ラ イ メ ン ト 公 差 を 遵 守 す る こ と が 特 に 難 し く な る こ  
と が あ る 。
【 発 明 の 概 要 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ れ に 関 連 し て 、 本 発 明 は 、 携 行 型 時 計 の 外 側 部 品 の 装 飾 の 精 度 及 び 品 質 、 特 に 、 透 光  
性 基 材 を 介 し て 見 る こ と が で き る 並 置 さ れ た 薄 層 の 視 覚 的 外 観 、 を 向 上 さ せ る こ と を 目 的  
と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 特 に 、 本 発 明 は 、 外 側 部 品 に お け る 装 飾 の ア ラ イ メ ン ト 、 特 に 、 薄 層 ど う し の ア ラ イ メ  
ン ト 及 び 前 記 薄 層 が 堆 積 さ れ る 構 造 化 組 織 （ s t r u c t u r a t i o n ） に 対 す る 薄 層 の ア ラ イ メ  
ン ト 、 の 公 差 に 適 合 さ せ る と い う 課 題 を 解 決 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 一 般 的 に は 、 上 述 の 問 題 は 、 フ ァ ッ シ ョ ン 物 品 又 は 宝 飾 品 の 分 野 に お い て 発 生 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う な 状 況 で 、 本 発 明 は 、 透 光 性 材 料 に よ っ て 作 ら れ た 基 材 を 含 む 、 携 行 型 時 計 、  
フ ァ ッ シ ョ ン 物 品 又 は 宝 飾 品 の 外 側 部 品 に 関 し 、 前 記 基 材 に は 、 研 磨 さ れ る 下 面 の 反 対 側  
に 上 面 が あ る 。 前 記 外 側 部 品 は 、 さ ら に 、 前 記 上 面 の 第 １ の 部 分 上 に 堆 積 さ れ る ベ ー ス 層  
と 、 前 記 上 面 の 第 ２ の 部 分 上 に 堆 積 さ れ る 少 な く と も １ つ の 副 次 層 と を 含 む 。 前 記 上 面 の  
前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 部 分 ど う し は 、 異 な る 面 状 態 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 特 定 の 実 施 形 態 に お い て 、 本 発 明 は 、 さ ら に 、 以 下 の 特 徴 の １ つ 又 は 複 数 を 有 す る こ と  
が で き る 。 こ れ ら は 、 別 々 に 考 え ら れ 、 又 は 技 術 的 に 可 能 な 組 み 合 わ せ に 従 っ て 考 え ら れ  
る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 特 定 の 実 施 形 態 に お い て 、 前 記 上 面 の 前 記 第 １ の 部 分 は 、 研 磨 さ れ 、 前 記 上 面 の 前 記 第  
２ の 部 分 に は 、 少 な く と も １ つ の 構 造 化 組 織 が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 特 定 の 実 施 形 態 に お い て 、 前 記 ベ ー ス 層 と 前 記 副 次 層 は 、 異 な る 組 成 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 特 定 の 実 施 形 態 に お い て 、 前 記 ベ ー ス 層 と 前 記 副 次 層 に は 、 前 記 基 材 の 前 記 上 面 の 第 ３  
の 部 分 に 達 す る 貫 通 開 口 が あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 特 定 の 実 施 形 態 に お い て 、 前 記 下 面 の 第 １ の 部 分 上 に て 堆 積 さ れ る 下 側 ベ ー ス 層 を 含 み  
、 前 記 外 側 部 品 は 、 さ ら に 、 前 記 下 面 の 構 造 化 さ れ た 第 ２ の 部 分 上 に て 堆 積 さ れ る 下 側 副  
次 層 を 含 む 。 前 記 下 側 ベ ー ス 層 と 前 記 下 側 副 次 層 に は 、 前 記 下 面 の 第 ３ の 部 分 に 達 し て お  
り 、 少 な く と も 、 前 記 上 面 の 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 部 分 の 反 対 側 に 形 成 さ れ る 、 下 側 貫 通 開  
口 が あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 は 、 別 の 態 様 に お い て 、 前 記 外 側 部 品 に よ っ て 形 成 さ れ る 携 行 型 時 計 用 表 盤 に 関  
す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 は 、 別 の 態 様 に お い て 、 前 記 外 側 部 品 に よ っ て 形 成 さ れ る 電 話 ケ ー ス の 装 飾 性 要  
素 に 関 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 は 、 別 の 態 様 に お い て 、 本 発 明 は 、 携 行 型 時 計 、 フ ァ ッ シ ョ ン 物 品 又 は 宝 飾 品 の  
外 側 部 品 を 製 造 す る 方 法 に 関 し 、
　 透 光 性 材 料 に よ っ て 作 ら れ た 基 材 の 下 面 を 研 磨 す る ス テ ッ プ と 、
前 記 基 材 の 上 面 の 面 の 全 部 又 は 一 部 上 に て ベ ー ス 層 を 堆 積 さ せ る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 ベ ー ス 層 を 局 所 的 に 除 去 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 前 記 ベ ー ス 層 に お い て は 、 前 記 基  
材 の 前 記 上 面 の 第 １ の 部 分 上 に て 、 前 記 ベ ー ス 層 の 一 部 が 保 持 さ れ 、 前 記 除 去 は 、 前 記 基  
材 の 前 記 上 面 の 第 ２ の 部 分 に 達 す る 少 な く と も １ つ の ポ ケ ッ ト を 形 成 し 、 前 記 基 材 の 前 記  
上 面 の 前 記 第 ２ の 部 分 を 構 造 化 す る よ う に 行 う 、 ス テ ッ プ と 、
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　 前 記 ベ ー ス 層 上 及 び 前 記 基 材 の 前 記 上 面 の 前 記 第 ２ の 部 分 上 に て 、 副 次 層 を 堆 積 さ せ る  
ス テ ッ プ と を 含 む 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 特 定 の 実 施 形 態 に お い て 、 本 方 法 は 、 前 記 基 材 の 前 記 上 面 を 予 備 的 に 研 磨 す る ス テ ッ プ  
を 含 む 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 特 定 の 実 施 形 態 に お い て 、 本 方 法 は 、 前 記 基 材 に 影 響 を 与 え ず に 、 前 記 ベ ー ス 層 の 一 部  
と 前 記 副 次 層 の 一 部 が 、 そ れ ら の 厚 み 全 体 に わ た っ て 除 去 さ れ る よ う に エ ッ チ ン グ を 行 う  
ス テ ッ プ を 含 み 、 こ れ に よ っ て 、 前 記 基 材 の 前 記 上 面 の 第 ３ の 部 分 に 達 す る 少 な く と も １  
つ の 貫 通 開 口 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 特 定 の 実 施 形 態 に お い て 、 本 方 法 は 、
　 前 記 下 面 の 面 の 全 部 又 は 一 部 上 に て 下 側 ベ ー ス 層 を 堆 積 さ せ る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 基 材 の 前 記 下 面 の 第 ２ の 部 分 上 に て 構 造 化 し て 下 側 構 造 化 組 織 を 形 成 す る よ う に 、  
前 記 下 側 ベ ー ス 層 を 局 所 的 に 除 去 す る ス テ ッ プ と 、
前 記 下 側 ベ ー ス 層 及 び 前 記 下 側 構 造 化 組 織 上 に て 下 側 副 次 層 を 堆 積 さ せ る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 下 面 の 第 ３ の 部 分 が 、 少 な く と も 、 前 記 上 面 の 前 記 第 １ の 部 分 及 び 第 ２ の 部 分 の 反  
対 側 に 延 在 す る よ う に 、 前 記 基 材 の 前 記 下 面 の 前 記 第 ３ の 部 分 に 達 す る 一 又 は 複 数 の 下 側  
貫 通 開 口 を 形 成 す る よ う に エ ッ チ ン グ す る ス テ ッ プ と を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 特 定 の 実 施 形 態 に お い て 、 本 方 法 は 、 最 後 に 、 前 記 基 材 の 前 記 上 面 と 前 記 下 面 の 一 方 又  
は 双 方 上 に て 反 射 防 止 被 覆 を 堆 積 さ せ る ス テ ッ プ を 含 む
【 ０ ０ ２ １ 】
　 い く つ か の 特 定 の 実 施 形 態 に お い て 、 ベ ー ス 層 を 局 所 的 に 除 去 す る 前 記 ス テ ッ プ は 、 レ  
ー ザ ー ビ ー ム に よ っ て 行 う 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 添 付 の 図 面 を 参 照 し な が ら 例 と し て 与 え ら れ る 下 記 の 詳 細 な 説 明 を 読 む こ と に よ っ て 、  
本 発 明 の 他 の 特 徴 及 び 利 点 を 理 解 す る こ と が で き る 。 な お 、 図 面 に お い て 、 縮 尺 は 適 宜 変  
更 し て お り 参 考 に す べ き で は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に 係 る 製 造 方 法 の い く つ か の ス テ ッ プ を 実 行 す る こ と  
に よ っ て 作 ら れ る 外 側 部 品 を 製 造 す る 際 の 外 側 部 品 の 断 面 図 を 概 略 的 に 示 し て い る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に 係 る 製 造 方 法 の い く つ か の ス テ ッ プ を 実 行 す る こ と  
に よ っ て 作 ら れ る 外 側 部 品 を 製 造 す る 際 の 外 側 部 品 の 断 面 図 を 概 略 的 に 示 し て い る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 、 本 発 明 に 係 る 製 造 方 法 を 実 行 す る こ と に よ っ て 得 ら れ  
る 外 側 部 品 の 断 面 図 を 概 略 的 に 示 し て い る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 、 本 発 明 に 係 る 製 造 方 法 を 実 行 す る こ と に よ っ て 得 ら れ  
る 外 側 部 品 の 断 面 図 を 概 略 的 に 示 し て い る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 、 本 発 明 に 係 る 製 造 方 法 を 実 行 す る こ と に よ っ て 得 ら れ  
る 外 側 部 品 の 断 面 図 を 概 略 的 に 示 し て い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 は 、 図 ３ ～ ５ に お い て い く つ か の 異 な る 実 施 形 態 に お い て 示 し て い る よ う な 外 側  
部 品 １ ０ に 関 し 、 ま た 、 図 １ 及 び ２ に お い て そ の 製 造 ス テ ッ プ を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 は 、 携 行 型 時 計 、 フ ァ ッ シ ョ ン 物 品 又 は 宝 飾 品 の 装 飾 性 要 素 か ら な る こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 用 語 「 フ ァ ッ シ ョ ン 物 品 」 は 、 ベ ル ト 、 靴 、 衣 服 の よ う な 任 意 の 衣 類 又 は ア ク セ サ リ ー  
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を 含 み 、 さ ら に 、 ア イ ウ ェ ア 物 品 、 電 話 ケ ー ス の よ う な 電 話 物 品 、 又 は 任 意 の 装 飾 性 物 品  
を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 外 側 部 品 １ ０ は 、 透 光 性 材 料 に よ っ て 作 ら れ た 基 材 １ １ を 含 む 。 な お 、 用 語 「 透 光 性 」  
は 、 本 文 書 に お い て 、 光 放 射 の 全 部 又 は 一 部 、 特 に 、 肉 眼 で 見 る こ と が で き る 光 、 を 通 過  
さ せ る 材 料 の 性 質 を 意 味 す る 。 こ の よ う な 透 光 性 材 料 と し て は 、 サ フ ァ イ ア 、 ガ ラ ス な ど  
が あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 基 材 １ １ に は 、 下 面 １ １ １ の 反 対 側 に 上 面 １ １ ０ が あ り 、 少 な く と も 図 ３ 及 び ４ に 示 し  
て い る 本 発 明 の 実 施 形 態 に お い て 、 ユ ー ザ ー が 下 面 １ １ １ か ら 前 記 基 材 １ １ を 通 し て 外 側  
部 品 １ ０ の 装 飾 を 見 る よ う に 意 図 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 基 材 １ １ の 下 面 １ １ １ は 、 好  
ま し く は 、 研 磨 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 特 に 、 こ れ ら の 実 施 形 態 に お い て 、 下 面 １ １ １ が 外 部 環 境 の 方 を 向 く よ う に 意 図 さ れ て  
お り 、 上 面 １ １ ０ が 、 外 側 部 品 １ ０ が 携 行 型 時 計 の コ ン ポ ー ネ ン ト で あ る 場 合 、 例 え ば 計  
時 器 用 ム ー ブ メ ン ト に 対 向 す る よ う に 、 内 部 環 境 の 方 を 向 く よ う に 意 図 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 文 書 に お い て 、 相 対 的 な 用 語 で あ る 「 下 側 」 及 び 「 上 側 」 は 、 図 面 に 示 し て い る 構 成  
に 関 し て 要 素 を 説 明 す る た め に 用 い て お り 、 必 ず し も こ の よ う な 要 素 の 絶 対 的 な 位 置 を 説  
明 す る も の で は な い 。 し た が っ て 、 当 業 者 で あ れ ば 、 こ の よ う な 用 語 が 他 の 用 語 と 交 換 可  
能 で あ り 、 本 明 細 書 に お い て 説 明 し て い る 実 施 形 態 が 、 図 面 に 示 し て お り 説 明 し て い る 向  
き と は 異 な る 向 き で 動 作 可 能 で あ る こ と を 理 解 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 外 側 部 品 １ ０ は 、 上 面 １ １ ０ の 第 １ の 部 分 １ １ ０ １ 上 に 堆 積 さ れ る ベ ー ス 層 １ ２ と 、 ベ  
ー ス 層 １ ２ 上 に 堆 積 さ れ 前 記 ベ ー ス 層 １ ２ に よ っ て 覆 わ れ て い な い 上 面 １ １ ０ の 第 ２ の 部  
分 １ １ ０ ２ 上 に 堆 積 さ れ る 少 な く と も １ つ の 副 次 層 １ ３ と を 含 む 。 図 ３ ～ ５ に 示 し て い る  
よ う に 、 上 面 １ １ ０ の 第 １ 及 び 第 ２ の 部 分 １ １ ０ １ 、 １ １ ０ ２ は 、 互 い に 隣 接 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 好 ま し い こ と に 、 上 面 １ １ ０ の 第 １ 及 び 第 ２ の 部 分 １ １ ０ １ 及 び １ １ ０ ２ は 、 異 な る 面  
状 態 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 特 に 、 上 面 １ １ ０ の 第 １ の 部 分 １ １ ０ １ は 、 好 ま し く は 、 研 磨 さ れ 、 上 面 １ １ ０ の 第 ２  
の 部 分 １ １ ０ ２ に は 、 好 ま し く は 、 少 な く と も １ つ の 構 造 化 組 織 １ １ ２ が あ る 。 以 下 、 本  
明 細 書 に お い て 、 読 み や す く す る た め に 、 第 ２ の 部 分 １ １ ０ ２ が １ つ 、 し た が っ て 、 構 造  
化 組 織 １ １ ２ が １ つ 、 あ る も の と し て 説 明 す る 。 本 明 細 書 に お け る 「 構 造 化 組 織 」 の 概 念  
は 、 ト ポ グ ラ フ ィ ー が 変 更 さ れ た 面 を 意 味 し 、 こ れ に は 、 サ テ ン 仕 上 げ 、 テ ク ス チ ャ リ ン  
グ 、 エ ッ チ ン グ な ど を 含 む 。 好 ま し い こ と に 、 ベ ー ス 層 １ ２ 、 副 次 層 １ ３ 、 及 び 基 材 １ １  
の 上 面 １ １ ０ の 異 な る 面 状 態 が 組 み 合 わ さ る こ と に よ っ て 、 特 に 魅 力 的 な 装 飾 を 形 成 す る  
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ３ ～ ５ に 示 し て い る よ う に 、 副 次 層 １ ３ は 、 上 面 １ １ ０ の 第 ２ の 部 分 １ １ ０ ２ に 対 向  
す る 面 の 部 分 上 に て 構 造 形 状 １ １ ２ と 形 が 合 致 す る 。 し た が っ て 、 副 次 層 １ ３ は 、 そ の 外  
面 上 に て 、 す な わ ち 、 基 材 の 反 対 側 を 向 く 面 上 に て 、 構 造 化 組 織 １ １ ２ の 形 を 複 製 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 好 ま し く は 、 ベ ー ス 層 １ ２ と 副 次 層 １ ３ は 、 異 な る 組 成 を 有 す る 。 こ れ ら は 、 ク ロ ム 、  
金 、 チ タ ン 、 ジ ル コ ニ ウ ム の よ う な 金 属 、 セ ラ ミ ッ ク ス 、 又 は 任 意 の 適 切 な 材 料 に よ っ て  
作 る こ と が で き る 。 ベ ー ス 層 １ ２ と 副 次 層 １ ３ の 一 方 又 は 双 方 は 、 当 業 者 に よ く 知 ら れ た  
形 態 で 、 薄 い 層 の 積 層 体 に よ っ て 形 成 す る こ と が で き る 。 ベ ー ス 層 １ ２ 及 び ／ 又 は 副 次 層  
１ ３ は 、 不 透 明 又 は 半 透 明 で あ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
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　 図 ４ に 示 し て い る 実 施 形 態 に お い て 、 ベ ー ス 層 １ ２ と 副 次 層 １ ３ に は 、 上 面 １ １ ０ の 第  
３ の 部 分 １ １ ０ ３ に 達 す る 貫 通 開 口 １ ５ が あ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 し た が っ て 、 ユ ー ザ ー は 、 ベ ー ス 層 １ ２ と 副 次 層 １ ３ に 貫 通 開 口 １ ５ が あ る 場 合 、 外 側  
部 品 １ ０ を 通 し て 透 か し て 見 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の 場 合 、 外 側 部 品 １ ０ は 、 基 材 １ １ の 下 面 １ １ １ 上 に て 、 か つ ／ 又 は 副 次 層 １ ３ 上 に  
て 、 そ し て 、 基 材 １ １ の 上 面 １ １ ０ の 第 ３ の 部 分 １ １ ０ ３ 上 に て 、 堆 積 さ れ る 反 射 防 止 被  
覆 （ 図 示 せ ず ） を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ５ に 示 し て い る 実 施 形 態 に お い て 、 外 側 部 品 １ ０ は 、 基 材 １ １ の 下 面 １ １ １ の 第 １ の  
部 分 １ １ １ １ 上 に 、 上 面 １ １ ０ と 同 様 の 形 態 で 、 「 下 側 ベ ー ス 層 」 １ ２ ' と 呼 ば れ る ベ ー  
ス 層 を 含 む 。 ま た 、 「 下 側 副 次 層 １ ３ ' と 呼 ば れ る 副 次 層 」 が 、 「 下 側 構 造 化 組 織 」 １ １  
２ ' と 呼 ば れ る 下 面 １ １ １ の 構 造 化 さ れ た 第 ２ の 部 分 １ １ １ ２ 上 に て 、 そ し て 、 下 側 ベ ー  
ス 層 １ ２ ' 上 に て 、 堆 積 さ れ る 。 ベ ー ス 層 １ ２ と 副 次 層 １ ３ と 同 様 の 形 態 で 、 下 側 ベ ー ス  
層 １ ２ ' と 下 側 副 次 層 １ ３ ' は 、 金 属 性 材 料 又 は セ ラ ミ ッ ク ス 材 料 、 又 は 任 意 の 他 の 適 切 な  
材 料 、 好 ま し く は 異 な る 組 成 を 有 す る も の 、 に よ っ て 作 る こ と が で き る 。 こ れ ら の 下 側 ベ  
ー ス 層 １ ２ ' と 下 側 副 次 層 １ ３ ' の 一 方 又 は 双 方 は 、 当 業 者 に よ く 知 ら れ て い る 形 態 で 、 薄  
い 層 の 積 層 体 に よ っ て 形 成 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ４ に 示 し て い る 実 施 形 態 と 同 様 に 、 下 側 ベ ー ス 層 １ ２ ' と 下 側 副 次 層 １ ３ ' に は 、 少 な  
く と も １ つ の 下 側 貫 通 開 口 １ ５ ' が あ る こ と が で き る 。 図 ５ に 示 し て い る よ う に 、 こ の 下  
側 貫 通 開 口 １ ５ ' は 、 下 面 １ １ １ の 第 ３ の 部 分 １ １ １ ３ に 達 し て お り 、 少 な く と も 、 上 面  
１ １ ０ の 第 １ 及 び 第 ２ の 部 分 １ １ ０ １ 及 び １ １ ０ ２ の 反 対 側 に て 延 在 し て い る 。 こ れ は 、  
ベ ー ス 層 １ ２ と 、 副 次 層 １ ３ と 、 基 材 １ １ の 上 面 １ １ ０ の 異 な る 面 状 態 と が 組 み 合 わ さ っ  
て 発 生 す る 装 飾 を 、 下 面 １ １ １ か ら 基 材 １ １ を 通 し て ユ ー ザ ー が 見 る こ と が で き る よ う に  
さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 図 ３ 及 び ４ に 示 し て い る 実 施 形 態 と 同 様 に 、 下 側 副 次 層 １ ３ ' は 、 下 面 １ １ １ の  
第 ２ の 下 側 部 分 １ １ ０ ２ に 対 向 す る 下 側 副 次 層 １ ３ ' の 面 の 部 分 上 に て 下 側 構 造 化 組 織 １  
１ ２ ' と 形 が 合 致 す る 。 し た が っ て 、 図 ５ に 示 し て い る よ う に 、 下 側 副 次 層 １ ３ ' は 、 そ の  
外 面 上 に て 、 す な わ ち 、 基 材 １ １ の 反 対 側 を 向 く 面 上 に て 、 下 側 構 造 化 組 織 １ １ ２ ' の 形  
を 複 製 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 外 側 部 品 １ ０ は 、 好 ま し く は 、 図 １ ～ ３ に お い て 、 そ し て 場 合 に よ っ て は 他 の 実  
施 例 に お い て 図 １ ～ ４ や 図 １ ～ ５ に お い て 、 い く つ か の ス テ ッ プ を 時 系 列 的 に 示 し た 製 造  
方 法 に よ っ て 作 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 具 体 的 に は 、 こ の 製 造 方 法 は 、 基 材 １ １ の 下 面 １ １ １ を 研 磨 す る ス テ ッ プ と 、 図 １ に 示  
し て い る よ う に 、 そ の 後 に お け る 、 基 材 １ １ の 上 面 １ １ ０ の 面 の 全 部 又 は 一 部 上 に て ベ ー  
ス 層 １ ２ を 堆 積 さ せ る ス テ ッ プ と を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の よ う な 堆 積 は 、 物 理 的 蒸 着 法 、 化 学 的 蒸 着 法 、 又 は 他 の 任 意 の 適 切 な 方 法 に よ っ て  
行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 好 ま し く は 、 上 面 １ １ ０ は 、 ベ ー ス 層 １ ２ の 堆 積 の 前 に 、 予 備 研 磨 ス テ ッ プ に お い て 予  
備 的 に 研 磨 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 次 に 、 本 方 法 は 、 図 ２ に 示 し て い る よ う に 、 ベ ー ス 層 １ ２ を 局 所 的 に 除 去 す る ス テ ッ プ  
を 含 み 、 こ れ に よ っ て 、 基 材 １ １ の 上 面 １ １ ０ に 達 す る 一 又 は 複 数 の ポ ケ ッ ト １ ４ を 形 成  
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し 、 同 時 に 、 構 造 化 組 織 １ １ ２ を 形 成 す る た め に 前 記 ポ ケ ッ ト １ ４ 又 は 各 ポ ケ ッ ト １ ４ に  
お い て 前 記 上 面 １ １ ０ を 構 造 化 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 特 に 、 局 所 的 除 去 ス テ ッ プ の 完 了 の 際 に 、 そ の 除 去 に よ っ て 影 響 を 受 け な い ベ ー ス 層 １  
２ の 部 分 は 、 基 材 １ １ の 上 面 １ １ ０ の 第 １ の 部 分 １ １ ０ １ 上 に 載 置 さ れ て お り 、 ポ ケ ッ ト  
１ ４ は 、 上 面 １ １ ０ の 第 ２ の 部 分 １ １ ０ ２ に 達 し 、 上 面 １ １ ０ の 第 ２ の 部 分 １ １ ０ ２ は 、  
構 造 化 さ れ る 。 こ の よ う に 、 前 記 構 造 化 組 織 １ １ ２ 又 は 各 構 造 化 組 織 １ １ ２ は 、 そ れ が 形  
成 さ れ た ポ ケ ッ ト １ ４ 、 し た が っ て 、 ベ ー ス 層 １ ２ と 、 完 全 に 形 が 合 致 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ベ ー ス 層 １ ２ の 局 所 的 除 去 、 及 び そ れ に 起 因 す る 上 面 １ １ ０ の 第 ２ の 部 分 １ １ ０ ２ の 構  
造 化 組 織 １ １ ２ の 構 造 化 は 、 好 ま し く は 、 レ ー ザ ー 加 工 に よ っ て 行 わ れ る 。 代 わ り に 、 局  
所 的 除 去 ス テ ッ プ は 、 ダ イ ヤ モ ン ド ビ ッ ト を 用 い た ロ ボ ッ ト 化 エ ッ チ ン グ 、 機 械 加 工 、 化  
学 的 加 工 な ど に よ っ て 行 う こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 次 に 、 図 ３ に 示 し て い る よ う に 、 外 側 部 品 １ ０ を 得 る た め に 、 ベ ー ス 層 １ ２ 上 に て 、 そ  
し て 、 ポ ケ ッ ト １ ４ 内 に て 、 す な わ ち 、 基 材 １ １ の 上 面 １ １ ０ の 第 ２ の 部 分 １ １ ０ ２ に て  
、 副 次 層 １ ３ を 堆 積 さ せ る ス テ ッ プ を 行 う 。 し た が っ て 、 異 な る 面 状 態 を 有 す る 上 面 １ １  
０ の 第 １ 及 び 第 ２ の 部 分 １ １ ０ １ 及 び １ １ ０ ２ と 、 ベ ー ス 層 １ ２ と 副 次 層 １ ３ と の ア ラ イ  
メ ン ト 公 差 の 適 合 が 確 実 に な る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 な お 、 本 発 明 の 特 徴 の お か げ で 、 ベ ー ス 層 １ ２ と 副 次 層 １ ３ の 色 の 差 の 可 能 性 に 加 え て  
、 こ れ ら の ベ ー ス 層 １ ２ と 副 次 層 １ ３ が そ れ ぞ れ 堆 積 さ れ る 上 面 １ １ ０ の 異 な る 部 分 の 異  
な る 面 状 態 ど う し が 対 照 的 で あ る と い う 点 で 、 外 側 部 品 １ ０ の 装 飾 の 視 覚 的 外 観 が 格 別 に  
魅 力 的 に な る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た 、 副 次 層 １ ３ の 堆 積 は 、 物 理 的 蒸 着 法 、 化 学 的 蒸 着 法 、 又 は 任 意 の 他 の 適 切 な 方 法  
に よ っ て 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 最 後 に 、 本 方 法 は 、 図 ４ に 示 し て い る よ う に 、 ベ ー ス 層 １ ２ の 一 部 及 び 副 次 層 １ ３ の 一  
部 を そ の 厚 み 全 体 に わ た っ て 除 去 し て 、 基 材 １ １ が 影 響 を 受 け る こ と な く 所 定 の 形 状 に 従  
っ て 前 記 ベ ー ス 層 １ ２ と 副 次 層 １ ３ を 成 形 す る エ ッ チ ン グ ス テ ッ プ を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ の エ ッ チ ン グ ス テ ッ プ の お か げ で 、 基 材 １ １ の 上 面 １ １ ０ の 第 ３ の 部 分 １ １ ０ ３ に 達  
す る 少 な く と も １ つ の 貫 通 開 口 １ ５ を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 こ の よ う な エ ッ チ ン グ ス テ ッ プ は 、 フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ ー 、 レ ー ザ ー 加 工 な ど に よ っ て  
行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ の 最 終 ス テ ッ プ の 代 わ り に 、 図 ５ に 示 し て い る 実 施 形 態 に 係 る 外 側 部 品 を 作 る た め に  
、 本 方 法 は 、 順 次 的 に 、 下 面 １ １ １ の 面 の 全 部 又 は 一 部 上 に て 下 側 ベ ー ス 層 １ ２ ' を 堆 積  
さ せ る ス テ ッ プ と 、 そ し て 、 ベ ー ス 層 １ ２ の 局 所 的 除 去 ス テ ッ プ と 同 様 に 、 下 側 ベ ー ス 層  
１ ２ ' を 局 所 的 に 除 去 す る ス テ ッ プ と を 含 む こ と が で き る 。 特 に 、 下 側 ベ ー ス 層 １ ２ ' の 局  
所 的 除 去 ス テ ッ プ の 間 に 、 基 材 １ １ の 下 面 １ １ １ の 第 ２ の 部 分 １ １ １ ２ 上 に て 構 造 化 し て  
下 側 構 造 化 組 織 １ １ ２ ' を 形 成 し 、 下 側 ベ ー ス 層 １ ２ ' の 残 り は 、 前 記 下 面 １ １ １ の 第 １ の  
部 分 １ １ １ １ 上 に 載 置 さ れ て い る 。 次 に 、 下 側 ベ ー ス 層 １ ２ ' と 下 側 構 造 化 組 織 １ １ ２ ' 上  
に て 下 側 副 次 層 １ ３ ' を 堆 積 さ せ る ス テ ッ プ を 行 う 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 そ の 後 で 、 図 ５ に 示 し て い る よ う に 、 基 材 １ １ の 下 面 １ １ １ の 第 ３ の 部 分 １ １ １ １ に 達  
す る 一 又 は 複 数 の 下 側 貫 通 開 口 １ ５ ' を 形 成 す る よ う に 意 図 さ れ て い る エ ッ チ ン グ ス テ ッ  
プ を 行 う 。 好 ま し い こ と に 、 こ の 下 側 貫 通 開 口 １ ５ ' は 、 下 面 １ １ １ の 前 記 第 ３ の 部 分 １  
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１ １ １ が 、 少 な く と も 、 上 面 １ １ ０ の 第 １ 及 び 第 ２ の 部 分 １ １ ０ １ 及 び １ １ ０ ２ の 反 対 側  
に 、 延 在 す る よ う に 、 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 こ の 図 ５ に 示 し て い る 実 施 形 態 は 、 外 側 部 品 １ ０ が ツ ー ル ビ ヨ ン 携 行 型 時 計 や ス ケ ル ト  
ン 携 行 型 時 計 な ど に 搭 載 さ れ て い る 場 合 に 、 外 側 部 品 １ ０ が 全 方 向 に て 視 認 可 能 で あ る よ  
う な 用 途 に 特 に 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 こ れ ら の ス テ ッ プ の 後 に 、 可 能 性 と し て は 最 終 ス テ ッ プ で あ る 、 基 材 １ １ の 上 面 １ １ ０  
と 下 面 １ １ １ の 一 方 又 は 双 方 上 に て 反 射 防 止 被 覆 を 堆 積 さ せ る ス テ ッ プ を 行 う こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 一 般 的 に は 、 上 述 し た 実 装 及 び 実 施 形 態 は 、 例 と し て 説 明 し た も の で あ り 、 他 の 変 異 形  
態 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 特 に 、 本 製 造 方 法 は 、 副 次 層 １ ３ を 堆 積 さ せ る ス テ ッ プ と 同 様 の 形 態 で 、 副 次 層 １ ３ 上  
に て 前 記 ポ ケ ッ ト 内 に 堆 積 さ せ る こ と が あ る 第 ３ の 層 を 堆 積 さ せ る こ と を 含 む こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 一 般 的 に は 、 本 方 法 は 、 い く つ か の 局 所 的 除 去 ス テ ッ プ を 含 み 、 そ の 各 ス テ ッ プ の 後 に  
、 所 望 の 装 飾 に 応 じ て 追 加 の 層 を 堆 積 さ せ る ス テ ッ プ を 行 う こ と が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 な お 、 下 面 １ １ １ が 内 部 環 境 の 方 を 向 く よ う に 意 図 す る こ と が で き 、 上 面 １ １ ０ が 、 外  
部 環 境 の 方 、 す な わ ち 、 ユ ー ザ ー の 方 、 を 向 く よ う に 意 図 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 好 ま し く は 、 本 発 明 に 係 る 外 側 部 品 １ ０ は 、 携 行 型 時 計 の 表 盤 、 風 防 、 ベ ゼ ル 又 は フ ラ  
ン ジ を 形 成 す る 。 な お 、 こ れ ら に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 別 の 好 ま し い 変 異 形 態 に お い て 、 外 側 部 品 １ ０ は 、 電 話 ケ ー ス の 装 飾 性 要 素 を 形 成 す る  
。 装 飾 性 要 素 は 、 電 話 ケ ー ス の 可 視 面 の 全 部 又 は 一 部 上 に て 延 在 す る こ と が で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ５ 】
１ ０   外 側 部 品
１ １   基 材
１ ２   ベ ー ス 層
１ ２ ’   下 側 ベ ー ス 層
１ ３   副 次 層
１ ３ ’   下 側 副 次 層
１ ４   ポ ケ ッ ト
１ ５   貫 通 開 口
１ ５ ’   下 側 貫 通 開 口
１ １ ０   上 面
１ １ １   下 面
１ １ ２   構 造 化 組 織
１ １ ２ ’   下 側 構 造 化 組 織
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 外 国 語 明 細 書 】
2 0 2 3 1 1 4 9 8 5 0 0 0 0 0 7 . p d f
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